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はじめに

阿弥陀仏による一切衆生の救済とその仏国土を主題とする大乗経典〈無量寿経〉諸本のうち、

成立がもっとも古いとされる漢訳⽝仏説阿弥陀三耶三仏薩楼仏檀過度人道経⽞（T12, No. 362、

以下⽝大阿弥陀経⽞）は、現存の梵本 Sukhāvatīvyūha（以下 SV）と比較して相違が大きく、〈無

量寿経〉の原初形態を保存しているものとして、近年その資料的価値が改めて見直されている
①
。

この⽝大阿弥陀経⽞に頻出する語彙の一つとして⽛斎戒⽜が挙げられる。用例は全体を通し

て計12回確認でき、⽛斎⽜ 1字のみの用例 1回を文脈上同義とみなして含めれば計13回に及ぶ。

また、この語は本経の願文（第 6 願・第 7 願）や三輩段、三毒五悪段と複数箇所にわたって登

場する。なお、他の〈無量寿経〉諸本と対照してみると、⽝仏説無量清浄平等覚経⽞（T12, No.
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361、以下⽝平等覚経⽞）に11回、⽝仏説無量寿経⽞（T12, No. 360、以下⽝無量寿経⽞）に 2 回の

⽛斎戒⽜用例を確認できるが、他漢訳本にはみえず、梵本・蔵訳にも対応する語が存在しない。

⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜の語は、具体的にどういう内容を指すのか経文中に説明さ

れていないこともあり、その語義について明確な結論が出ていない現状がある。しかし本経中

の用例をみると、⽛斎戒⽜は阿弥陀仏国往生の要件の一つとして重要な文脈にしばしば登場し、

繰り返し勧められている行であることが分かる。つまり、本経の⽛斎戒⽜問題は、単なる語義

解釈の範疇にとどまらず、〈無量寿経〉の根幹をなす阿弥陀仏信仰・往生思想にも関連してい

る可能性がある。この視点に立った上で、⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜の語義を改めて考

察し、ひいてはその教説としての意義を見直すことが本稿の目的である。

そこで本稿では、⽝大阿弥陀経⽞と同じ支謙訳と伝えられ、かつ⽛斎戒⽜を主題とする⽝仏

説斎経⽞（T1, No. 87、以下⽝斎経⽞）を比較対象として取り上げることで、⽛斎戒⽜の語義につ

いて新たに検討を加えることを試みる。その上で、⽝大阿弥陀経⽞の中で⽛斎戒⽜教説がどの

ような意味を持ち、阿弥陀仏と如何に関わってくるのかについても考察していきたい。

まず本経における⽛斎戒⽜用例を抽出、先行研究の議論を整理し、⽛斎戒⽜の語義について

他の漢訳経典等を参考にしつつ考察する。次に比較資料である⽝斎経⽞の概要を述べ、そこに

説かれる⽛斎戒⽜の意味を検討し、これを踏まえて⽝斎経⽞に説かれる uposatha 教説と⽝大

阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜教説を比較する。最後に、⽝大阿弥陀経⽞と⽝斎経⽞の比較を通

じて、⽝大阿弥陀経⽞の⽛斎戒⽜教説が、経典の中でどのような意義を持っているか考察を試

みる。

1 ．⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜解釈

1-1．⽝大阿弥陀経⽞に登場する⽛斎戒⽜の用例

⽝大阿弥陀経⽞には⽛斎戒⽜という語の用例が頻出する。実数としては全編で計12回確認で

き、⽛斎⽜ 1 字のみの用例 1 回を文脈上同義として加えれば計13回にも及ぶ。しかし先述の通

り、この語が具体的にどういう内容を指すのか経文中に説明されていないことから、その解釈

については先行研究でも意見が分かれるところとなっている。なお、他の〈無量寿経〉諸本と

比較した場合、⽝平等覚経⽞に11回、⽝無量寿経⽞に 2回の⽛斎戒⽜用例を確認できるものの、

他漢訳本にはみえず、梵本・蔵訳にも対応する語が存在しない。

まず、この⽛斎戒⽜問題を確認するにあたり、本経の該当箇所を抜粋して全用例の和訳を列挙

する。

［24願文
②
］
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1 第 6 願：もし私が仏になったなら、八方上下の無数の仏国の神々や人々、もしくは善男

子・善女人が、私の国に生まれたいと思い、私の〔存在の〕故に、ますます善をなします

ように。布施をし、塔の周囲をめぐり、焼香し、散華し、灯火を燃やし、色とりどりのあ

やぎぬを吊り下げ、沙門に食事を与え、塔を建て
③
、愛欲を断ち、斎戒し清浄

④
にして、一昼

夜絶え間なく一心に私を念じる者が、みな
⑤
私の国に来生して菩薩となりますように。この

願を成就できたら、そのとき私は仏になります。この願を成就できなければ、私はけっし

て仏となることはありません
⑥
。

2 第 7 願：もし私が仏になったなら、八方上下の無数の仏国の神々や人々、もしくは善男

子・善女人のうち、ある者は
⑦
菩薩行をなし、六波羅蜜の教え

⑧
を大切に実践し、もしくは沙

門になって、教えに基づく戒を破らず、愛欲を断ち、斎戒し清浄にして、一心に私の国に

生まれたいと昼も夜も絶え間なく念じますように。その人が寿命を終えようとしている時、

私はすぐに菩薩・阿羅漢たちとともに、飛んでいって彼を迎えにいき、〔彼が〕すぐさま

私の国へと来生して、不退転の菩薩となり、智慧と勇猛を得ますように。この願を成就で

きたら、そのとき私は仏になります。この願を成就できなければ、私はけっして仏となる

ことはありません
⑨
。

［三輩段］

3 最上の第一輩（上輩）は、家を出て、妻子を捨て、愛欲を断ち、沙門になって、涅槃への

道
⑩
におもむき、菩薩行をなし、六波羅蜜の教えを大切に実践する者たちである。もし沙門

となって、教えに基づく戒を破らず、女性と交わることもなく、斎戒し清浄にして、貪り

の心をもたず、阿弥陀仏国に生まれたいと心から願い、常に心から念じて絶えないならば、

その人が今生で求道している時、彼がじっと眠って夢を見ているとすぐさま自然に、阿弥

陀仏ともろもろの菩薩・阿羅漢たちを見る。その人の寿命が尽きようとしている時、阿弥

陀仏はすぐに菩薩・阿羅漢たちとともに、飛んでいって彼を迎えにいって、〔彼は〕阿弥

陀仏国に往生する
⑪
。

4 中輩とは、その人が阿弥陀仏国に往生したいと願い、家を出て妻子を捨て愛欲を断って沙

門になることができなくても、教えに基づく戒をきちんと守り、ますます布施をして、常

に仏の教説の奥深きところを信受し、まごころと忠信
⑫
を実践するべきである。沙門たちに

食事を与え、塔を建て
⑬
、散華し、焼香し、灯火を燃やし、色とりどりのあやぎぬを吊り下

げなさい。このような法〔を行う者
⑭
〕が、人を好くことも嫌うこともなく

⑮
、怒ることなく、
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斎戒し清浄にして、慈しみの心でもって精進し、愛欲を断ち、阿弥陀仏国に生まれたいと

一日一夜絶え間なく念ずるならば、その人は今生にあって、またじっと眠って夢を見てい

る時、阿弥陀仏を見る。その人が寿命を終えようとしている時、阿弥陀仏は化身となって、

阿弥陀仏とその国土を目の当たりにさせる
⑯
。

5 その人（中輩）はこのように布施を大切に実践するのであるが、もしその人が後になって

からやはり悔やみ、心中に疑念を抱き、布施をしてもろもろの善行をなせば後生でその果

徳を得られると信じず、阿弥陀仏国の存在を信じず、その国に往生できると信じなくなる、

そうなってしまっても、その人が絶えず念じつづけ、ある時は信じある時は信じず、意志

がまるで遊んでいるようで
⑰
、きちんとしたよりどころがなくても、引き続きその善き願い

を基本に据えることで、往生することができる。その人が病で寿命を終えようとしている

時、阿弥陀仏はすぐに自ら化身の姿形となって、その人にこれを目の当たりにさせる。

〔その人の〕口はもはや何も言うことができず、ただ心の中で歓喜雀躍し、心の中で言う

のみである。⽛私はおおいに斎戒して善をなすことを知らなかったと悔いている。今まさ

に阿弥陀仏国へ往生しようとしている〔のに〕⽜と
⑱
。

6 〔中輩の往生者のうち、生前疑念を抱いていた者は、阿弥陀仏国に往生したのちも〕また

阿弥陀仏からたいへん遠く、阿弥陀仏に近づくことができない。その人の智慧は明らかで

なく、また教えをあまり知らず、心は歓喜せず、理解することはない。その人は長い時間

を経れば、また智慧を得て、理解し、教えを知るはずである。かしこくつよく勇猛になり、

心が歓喜するはずである。上の第一輩に次いで似たような存在になるはずである。なぜこ

うなるのか。その人は前世にあって求道していた時、あまり斎戒を保たなかった
⑲
。

7 第三輩（下輩）とは、その人が阿弥陀仏国に往生したいと願い、もし施せるものがなく、

焼香、散華、灯火を燃やすこと、色とりどりのあやぎぬを吊り下げること、塔を建てるこ

と、沙門たちに食事を与えることができないならば、愛欲を断ち、貪りの心をなくし、教

えを得たらすぐに慈しみの心でもって精進し、怒ることなく、斎戒し清浄にするべきであ

る。このような法〔を行う者
⑳
〕が、一心に阿弥陀仏国に生まれたいと十昼夜絶え間なく念

ずるならば、寿命を終えてすぐに阿弥陀仏国に往生する
㉑
。

［三輩段補説
㉒
］

8 〔第三輩（下輩）にとって〕何より肝心なことは
㉓
、斎戒し一心清浄にして、昼も夜も常に
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阿弥陀仏国に往生したいと念じ、十日十夜絶やさないことである。〔そうすれば、〕私
㉔
はこ

の者たちを皆哀れんで、すべて阿弥陀仏国に生まれさせよう
㉕
。

9 世間の人々は賢明〔なる人〕を模範にしたいと思って
㉖
、家にいながら善を修め〔仏〕道を

実践しようとするが、妻子とともに愛情やよしみ
㉗
・愛欲の中にいて、憂いや苦しみが多く、

家事にせきたてられていて
㉘
、大いなる斎〔戒〕を行い一心清浄にする暇がない

㉙
。

10 十日十夜の間ひたすら〔仏〕道を行ずる、これは到底できそうもない
㉚
。〔しかし〕みずか

ら思惟し、よくよく比べてみなさい。度脱したいと思うならば、最低でも
㉛
〔雑
㉜
〕念を絶ち、

憂いを捨て去るべきである。家事について考えるな。女性と同衾するな。みずから心身を

正し、愛欲を離れ、一心に斎戒して清浄にし、誠意をもって阿弥陀仏国に生まれたいと一

日一夜絶え間なく念ずるならば、寿命を終えてのち皆その国へ往生する
㉝
。

［三毒五悪段］

11 お前たちはこれからますます多くの善をなし、恩と徳を布施し、〔仏〕道の禁忌を犯すこ

とのないようにし、忍辱し、精進し、一心（禅定
㉞
）にして、智慧をもち、また繰り返し教

化し合って善行と徳行をなせ。このような経法〔に従い〕、慈しみの心をひたすら極め、

一日一夜を通して斎戒し清浄にする者は、阿弥陀仏国に在って百年間善をなすよりも優れ

ている
㉟
。

12 私（世尊）はお前たちと天人、帝王、人民たちをすべて哀れみ、あまねく教え命じて諸々

の善をなさせ、数多の悪をなさせない。その能力に応じて〔仏〕道を授与し、戒を教えて

啓発し導き、すべて大切に実践させる。するとすぐに、君主が率先して教化され善をなし、

臣下に教え命じる。父はその子に教える。兄はその弟に教える。夫はその妻に教える。家

の内外〔を問わず〕、親族、友人も次々に教え語り合い、善をなして〔仏〕道を実践し、

教えを大切にして戒を守る。それぞれが自ずから正しくふるまい、上の者も下の者も互い

に律し合う。尊卑の別なく、男女の別なく、斎戒し清浄にして歓喜しない者はいない
㊱
。

13 仏はあらゆる国や街に赴くそのたびに、教えに基づく戒を授与する。天人、太陽、月、星、

神々、国王、側近、長官、人民、諸々のさまざまな龍や鬼神、地獄、鳥獣、餓鬼、飛ぶ

虫・這う虫の類で、慈しみの心でもって理解せぬ者はいない。皆つつしんで物事を行い、

仏に従う。経道（仏の教え）を額づいて拝受し、うやうやしく捧げもってこれを実践する。
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するとすぐに君主は改めて、善行を実践する。斎戒し、精神を集中させて詳細に考え、自

ら清め、洗いすすぐ
㊲
。

以上、 1～13の⽛斎戒⽜用例が⽝大阿弥陀経⽞には登場する。

1-2．⽛斎戒⽜の語義考察

以上、本経における⽛斎戒⽜の用例を確認した。その特徴としては、まず多くの用例におい

て⽛斎戒清浄（用例 1 , 2 , 3 , 4 , 7 , 10, 12）⽜⽛斎戒一心清浄（用例 8）⽜⽛大斎一心清浄（用例

9）⽜と、しばしば⽛清浄⽜の語が付随していることが分かる。

そして、教説の対象者が多岐にわたっており、在家・出家を問わず様々な立場の人々に対し

て⽛斎戒⽜が説かれている点も大きな特徴として挙げられよう。

また、本経における⽛斎戒⽜の過半数（用例 1 , 2 , 3 , 4 , 7 , 8 , 9 , 10）が、⽛阿弥陀仏／阿弥

陀仏国往生を念ずる⽜という文脈に付随して説かれていることにも着目したい。とりわけ用例

8 では、もっとも肝心な往生要件として⽛斎戒⽜が筆頭に挙げられている。第三輩（下輩）、

すなわち布施等の善行を行うことのできない在家信者にとって、それでも往生するためになす

べき絶対条件は、⽛斎戒し一心清浄にして、昼も夜も常に阿弥陀仏国に往生したいと念じ、十

日十夜
㊳
絶やさないこと⽜である、と強調されるのである。

それでは、これらの⽛斎戒⽜の語は、具体的にどのような意味で理解されるべきであろうか。

この問題については従来さまざまに議論されてきたものの、未だ決着を見ていない
㊴
。

1-2．⽛斎戒⽜の語義考察

まず、⽝大阿弥陀経⽞訳者が⽛斎戒⽜という訳語を用いた意図を推測する材料として、この

語が本来持つ漢語としての意味を確認しておきたい。

⽛斎⽜は⽝説文解字⽞に⽛齋、戒潔也。从示、齊省聲⽜とあり、⽛齊⽜と通じる。⽝大漢和辞

典⽞では⽛ものいみ⽜を第一義としている。また⽛戒⽜は同じく⽝説文解字⽞に⽛戒、警也⽜

とあり、⽛いましめる、つつしむ⽜といった字義を持つ。

そもそも⽛斎戒⽜（あるいは⽛齊戒⽜）とは、中国古来の礼学思想における重要概念である。

⽛斎⽜の原義を示す出典として、⽝論語⽞郷党篇に⽛齊必有明衣、布。齊必變食、居必遷坐。
（〔孔子は祭祀の前に〕必ず斎戒沐浴してきれいな衣に着替えた。斎にあたっては普段の飲食を改め、

場所も移した
㊵
）⽜とある。⽛祭祀行為の前に沐浴して清潔な着物に着替え、飲食を制限する等の

みそぎを行うことで敬虔を表す儀式⽜というのが⽛斎戒⽜という漢語の本来意味するところで

ある。
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⽝大阿弥陀経⽞の所伝訳者である支謙は漢語によく通じ、訳経の現場では孔子や老子の言葉

を引いて議論することもあったとされ
㊶
、⽛斎戒⽜という熟語の意味は当然踏まえていたと考え

られる。この前提に拠るならば、本経の⽛斎戒⽜が何らかの原語からの訳語であれ、あるいは

漢訳者による付加であれ、いずれにせよこの中国的⽛斎戒⽜のニュアンスを念頭に置いて読む

必要があるだろう。

また、⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜の語義について検討を加えるにあたり、同一訳者に

よる他経典との比較も一つの糸口となり得る。

ただし、本経の訳者には支謙訳と支婁迦讖訳の 2説がある。本稿では基本的に支謙訳説を採

るが、支婁迦讖訳の可能性にも目を配りつつ考察を進めていきたい。とはいえ、⽝大阿弥陀経⽞

支婁迦讖訳を提唱するポール・ハリソン氏や辛嶋氏の説
㊷
によれば、代わりに⽝平等覚経⽞を支

謙訳とみるべきであって、その場合でも⽛斎戒⽜の語義解釈上では大きな齟齬は生じないはず

である。なぜなら、⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜の用例は、⽝平等覚経⽞においても願文部

分を除きほぼ踏襲されており、支謙が⽛斎戒⽜という語彙を用いていたとする点では両説とも

相違ないからである。

そこで本項では、主に他の支謙訳経典（あるいは支婁迦讖訳経典）にみえる⽛斎戒⽜⽛斎⽜の

用例を整理することで、⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜解釈の参考となりそうな比較材料を

探っていきたい。

まず、⽛斎戒⽜＝八斎戒の意で取るべき経典の用例を挙げる。支謙訳⽝斎経⽞（T1, No. 87）

はタイトルの通り⽛斎戒⽜を主題とする経典で、在家信者に八支からなる斎戒を勧める内容と

なっている。対応するパーリ増支部経典との比較からも、同経における⽛斎戒⽜⽛斎⽜の原語

は uposatha に類するものと推定できる。

さらに、支婁迦讖訳⽝般舟三昧経⽞（T13, No. 418）にも八斎戒についての言及がみられ、在

家の菩薩が修するべき行の一つとして、⽛常持八關齋
㊸
⽜が挙げられている。この箇所は蔵訳と

もよく対応する
㊹
。

また、支謙訳⽝大明度経⽞（T8, No. 225）に⽛十五齋日月滿
㊺
⽜との記述がみえる。経典冒頭

で、仏の教説を聴きに人々が集まったのがこの日であるとの説明がなされているのである。支

婁迦讖による異訳⽝道行般若経⽞（T8, No. 224）の同じく冒頭に⽛月十五日說戒時⽜とあるこ

とからも、ここでは両経典とも15日の斎日（uposatha）を説時として設定していると考えられ

る。ただし、梵本をはじめとする他の〈八千頌般若経〉諸本に対応する文は存在しない。

⽝法句経⽞（T4, No. 210
㊻
）には 2 つの用例を確認できる。そのうち⽛明哲品⽜に⽛仁人智者、

齋戒奉道
㊼
⽜とみえるが、ここでの⽛斎戒⽜の内容は不明であり、Dhammapada の対応箇所に

も該当する偈自体が存在しない
㊽
。また、同経⽛吉祥品⽜に⽛持齋修梵行

㊾
⽜との記述がある。こ
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こでも⽛持斎⽜の具体的内容は不明であるが、⽛梵行を修すること⽜と並び称されていること

は分かる。ちなみにこの⽛吉祥品⽜はDhammapada に対応する章が存在せず、Suttanipāta. 4.

Mahāmaṅgalasutta（⽛大吉祥経⽜）に類似すると指摘されており
㊿
、この267偈

⠗
がもっとも⽛持齋

修梵行～⽜の偈に近いと思われる。その場合、ここで漢訳の⽛持斎⽜に対応しているのはパー

リ語の tapo（苦行、修養
⠘
）ではないかという推測も可能である。

次に、支謙訳⽝仏説七女経⽞（T14, No. 556）に、⽛常以佛正法齋戒
⠙
⽜という用例がみえる。

経中で仏が語る過去物語の中で、波羅奈城の国王・機惟尼の七人の娘たちが⽛斎戒⽜をしたと

の表記がなされている。この物語はTherī-apadāna.1. Sumedhā に登場するKiki 王の七人の娘

の故事と概ね一致することが指摘されている
⠚
。Therī-apadāna の対応箇所では、七人の娘たち

は⽛brahmacariya⽜を行っていたという記述を確認できる
⠛
。

これらの支謙訳（あるいは支婁迦讖訳）にみえる⽛斎戒⽜⽛斎⽜用例を、次のように大別する。

① 八斎戒・斎日：⽝斎経⽞⽝大明度経⽞⽝道行般若経⽞⽝般舟三昧経⽞

② 苦行・梵行：⽝法句経⽞⽝仏説七女経⽞

支謙訳（あるいは支婁迦讖訳）における⽛斎戒⽜⽛斎⽜の語について、文脈や対応する他経典

等から内容がある程度推測可能なものをまとめたが、おおよそ上記の意味に分類できるだろう。

⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜の語義も、これらの用法のうちいずれかに近いものである可

能性は高い。

小結

⽝大阿弥陀経⽞には⽛斎戒⽜という語が頻出するが、その語義については諸説ある。本章で

はまず⽝大阿弥陀経⽞中の⽛斎戒⽜用例を全て抽出したのち、関連する先行研究の議論を紹介

した。本経の⽛斎戒⽜を在家仏教信者が守る八斎戒と理解した場合、第 7願や三輩段・第一輩
（上輩）において、⽛斎戒⽜が出家者対象の教説としても登場するという矛盾が生じるため、解

釈が分かれるところとなっている。

こうした⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜の意味を改めて検討するため、漢語としての中国

的⽛斎戒⽜や、⽝大阿弥陀経⽞訳者の支謙（あるいは支婁迦讖）訳の他経典にみえる⽛斎戒⽜

⽛斎⽜の用例を整理した。これらの漢訳経典にみえる⽛斎戒⽜⽛斎⽜の語義は文脈によって異な

る場合があるが、本稿では八斎戒・斎日（uposatha）を意味する用例に着目し、支謙訳⽝斎

経⽞を比較資料として掘り下げる方針を採る。
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2 ．⽛斎戒⽜教説と uposatha

2-1．⽝斎経⽞の概要

前章では、⽝大阿弥陀経⽞に頻出する⽛斎戒⽜の語義解釈をめぐり、支謙訳（あるいは支婁迦

讖訳）他経典の⽛斎戒⽜用例をいくつか取り上げて比較検討した。本章では、それらの経典の

うち、⽛斎戒⽜を主題とする小篇の経典⽝斎経⽞（T1, No. 87）に焦点を当て、その具体的内容

を掘り下げることで、⽛斎戒⽜が教説としてどのような意義を持つのか考察していきたい。

この支謙訳
⠜
⽝斎経⽞を主題とした研究は管見の限り見当たらない

⠝
が、異訳として東晋・僧伽

提婆訳⽝中阿含経⽞202⽛持斎経⽜（T1, No. 26, 77a26~）ならびに失訳⽝優陂夷墮舍迦経⽞（T1,

No. 88）があるほか、パーリ増支部経典 Aṅguttara Nikāya（以下AN）Ⅲ-70と内容がほぼ対応

している。

以下、⽝斎経⽞の内容を要約したものである（括弧内はAN Ⅲ-70の対応する記述）。

女性在家信者の維耶（Visākhā Migāramātā）が仏のもとへやってきて、斎戒（uposatha）

を受けることを望んだ。仏は斎戒に三種類あることを述べ、一つは牧牛斎（ヴェーダの斎

戒 gopālakūposatha）、二つは尼犍斎（ジャイナ教の斎戒 nigan
̇
t
̇
hūposatha）、三つは仏法斎

（聖者の斎戒 ariyūposatha）であると説く。前二者は外教の斎戒であり大きな果は得られな

いとして、最後の仏法斎が勧められる。

仏法斎とは、一日一夜の間、心を真人（阿羅漢 arahant）のようにして、

⑴殺生（atipāta）をしない。

⑵貪取（ādāna）を捨てる。

⑶淫欲を断ち梵行を修める（非梵行 abrahmacariya から離れる）。

⑷妄語（vāda）をなくす。

⑸飲酒しない（スラー・メーラヤ酒 surā meraya を断じる）。

⑹香水と化粧（華蔓と芳香と塗油 mālā gandha vilepana）をつけず、歌舞倡楽（踊りと

歌と器楽との観覧 nacca gīta vādita visūka dassana）をなさない。

⑺心地のよい寝床（高い寝床や大きな寝床 uccā sayana mahā sayana）で寝ず、低い寝床
（nīca seyyā）や草の敷物（tin

̇
a santhāraka）に寝る。

⑻食を少なくし、正午を過ぎたのち食事しない（非時食 vikāla bhojana を離れる）。

以上の八つを守ることである。

また、受斎の日には五念を実践する。五念とは、

⑴仏（tathāgata）を念ずる（随念する anussarati）。
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⑵法（dhamma）を念ずる。

⑶衆（saṅgha）を念ずる。

⑷戒（sīla）を念ずる。

⑸天（deva）を念ずる。

以上の五つで、これらを行う者は垢濁を除くように愚かさ・悪意・怒りを除き、善き

心・歓喜する心
⠞
が自ずと芽生える。

このように八斎戒と五念からなる仏法斎を実践する者は、悪を滅し善を興し、後に天上

に生まれ変わり、最後には泥洹を得る。

十六国の国内に満ちあふれた数えきれないほどの宝物の数々であっても、仏法斎を一日

受持することには及ばない。仏法斎を奉じれば、死後に六欲天に生まれ、長い寿命を得る

ことができる。

以上、⽝斎経⽞と AN Ⅲ -70 は 共 通 し て、八つの⽛斎戒（uposatha）⽜と五つの⽛念
（anussarati）⽜を一日一夜のあいだ行うことを在家信者に勧める主旨であり、そうすれば果報

として来世は六欲天のいずれかに生まれて長寿を得られる、といった結論で締めくくられてい

る。

ここで、⽝斎経⽞における⽛斎戒⽜⽛斎⽜の語は八斎戒を指し、対応するパーリ経典 AN Ⅲ

-70の記述から、uposatha の類語を原語として訳出されたものと改めて確認できる。

2-2．⽝大阿弥陀経⽞の⽛斎戒⽜と uposatha

先に検討した通り、⽝斎経⽞における⽛斎戒⽜⽛斎⽜の語は、その教説内容ならびに対応する

AN Ⅲ-70との比較から、明らかに uposatha に類する原語から訳出されたものと前提できる。

これにより、同一訳者とされる⽝大阿弥陀経⽞に頻出する⽛斎戒⽜の語についても、⽝斎経⽞

の⽛斎戒⽜と同様、uposatha の概念を表している可能性は十分に考えられよう。

そして、先行研究で議論されている出家者の⽛斎戒⽜問題については、原語として

uposatha の類語を想定した場合、その多義性によって解決が可能である。すなわち、⽝大阿弥

陀経⽞の⽛斎戒⽜は、在家者の八斎戒（uposatha）という意味だけではなく、行事期間として

の斎日（uposatha）、そして斎日に行われる出家者の説戒布薩（uposatha）という意味をも包含

している。壬生［2021］で既に指摘の通り、⽝大阿弥陀経⽞の⽛斎戒⽜は、在家の uposatha と

出家の uposatha という両面を併せ持つ語として理解することができるのである。

さらに、⽝大阿弥陀経⽞の⽛斎戒⽜は、それぞれの文脈でこれらの意味を使い分けているの

ではなく、⽛心身を清浄にする斎日（uposatha）の宗教儀式⽜といった広義のもと、在家・出
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家を問わず全ての階層の人々を包括しているとも考えられる。

というのも前章に述べた通り、⽝大阿弥陀経⽞の⽛斎戒⽜はしばしば⽛阿弥陀仏国往生を念

ずる⽜という文脈に付随して説かれ、三輩に共通する往生要件として繰り返し挙げられている。

つまり、経典全体の主題と密接に結びつく教説であるため、それぞれの文脈によって異なる内

容の行を想定するよりも、全ての人が共通して修する一個の行として理解する方が自然である。

ところで、漢訳としての⽛斎戒⽜⽛斎⽜は、このような uposatha の広義の概念に非常に近し

いと言えるのではないか。前章にて中国的⽛斎戒⽜の用法についても検討したが、漢語⽛斎

戒⽜⽛斎⽜は本来、祭祀の前に心身を清めるための沐浴や飲食の制限等の儀礼を指す語である。

経書にみえる⽛斎戒⽜は uposatha のように期間を規定しているわけではないが、神聖な祭祀

に臨むにあたり心身を清浄にする儀式、という特徴において、まさしく uposatha の概念と合

致する。中国古典によく通じ、訳経に際しては音写よりも簡略な漢語による義訳を好んだとさ

れる支謙の翻訳態度にも沿うといえる。

2-3．⽝斎経⽞と⽝大阿弥陀経⽞の比較

前項では、⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜が uposatha に類する語からの訳語であり、⽛心

身を清浄にする斎日（uposatha）の宗教儀式⽜を表していると仮定した。この仮定に基づくな

らば、なぜ本経の重要な教説として⽛斎戒⽜が説かれているのか、その理由を検討しなければ

ならないだろう。

そこで、⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜教説の意義について、先掲の⽝斎経⽞との比較を

通じて改めて考察を試みたい。両経典の教説に何らかの共通項を見いだせれば、⽝斎経⽞の内

容から⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜の意義を類推することができ、また⽛斎戒⽜と

uposatha の関連を示す根拠の一つともなり得るからである。

ここで再度、⽝斎経⽞に説かれる⽛斎戒⽜教説の概略を確認する。この経典は主旨として、

在家信者に仏教の斎戒（uposatha）を修することを勧めている。その具体的内容として、八つ

の戒、また併せて五つの念を列挙し、一日一夜のあいだこれらを実践するならば、来世は六欲

天に生まれ変わり、長寿を得られると説く。

こうした⽝斎経⽞の教説と、⽝大阿弥陀経⽞に説かれる⽛斎戒⽜には、いくつか共通する要

素を指摘できる。以下に一つずつ確認していきたい。

①⽛一日一夜⽜という期間

⽝斎経⽞では、八つの戒の内容を列挙する段において、各項目の冒頭に⽛第一戒者、盡一日

一夜持、心如真人（後略）⽜などと、第一戒～第八戒まで繰り返される定型文がみえる。ここ
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で八斎戒（uposatha）は、阿羅漢が常に修している戒にならって、在家仏教徒が⽛一日一夜⽜

のあいだ守るものと定義される。⽝大阿弥陀経⽞の⽛斎戒⽜教説にも同じく⽛一日一夜⽜とい

う記述が付随することは、既に龍口［2001］によって指摘されるところであり、龍口氏はこれ

を根拠の一つとして、⽝大阿弥陀経⽞の⽛斎戒⽜を基本的には八斎戒とする説を立てている。

⽛一日一夜⽜もしくはその類似表現は、⽝大阿弥陀経⽞中にしばしば登場する。ただし、注意

しなければならないのは、前章で確認した⽝大阿弥陀経⽞にみえる⽛斎戒⽜用例のうち、⽛齋

戒清淨一日一夜⽜と明確に⽛斎戒⽜を⽛一日一夜⽜と限定しているのは三毒五悪段中の一例の

みで、他の用例では第 6願⽛齋戒清淨、一心念我、晝夜一日不斷絶⽜や⽛齋戒清淨、慈心精進、

斷愛欲、念欲往生阿彌陀佛國、一日一夜不斷絕⽜、⽛一心齋戒清淨。至意念生阿彌陀佛國、一日

一夜不斷絶⽜となっている。これらの文脈では、⽛一日一夜不断絶⽜は主として直近の⽛念我⽜

⽛念欲往生阿弥陀仏国⽜等にかかっているように読み取れるが、前文に説かれている⽛斎戒⽜

等の他の行も併せて修飾しているとも考えられる。また、出家者の⽛斎戒⽜を説く第 7願なら

びに第一輩（上輩）では⽛齋戒清淨、一心念欲生我國、晝夜不斷絕⽜⽛齋戒清淨、心無所貪慕、

至誠願欲往生阿彌陀佛國、常念至心不斷絕⽜と、期間を一日に限定せず、常に絶え間なく行う

ことが説かれている。

②⽛清浄⽜との関わり

⽝斎経⽞では、八つの戒を説いたそれぞれの結びに⽛如清淨戒、以一心習⽜という定型文が

あり、また五念を修することで⽛垢濁⽜を落とすように愚かさ・悪意・怒りを除き、心を浄化

することができると説かれる。そもそも uposatha の語が宗教的清浄性と深く結びついている

ことは前節で確認した通りである。

これに対し、⽝大阿弥陀経⽞の⽛斎戒⽜用例の多くも⽛清浄⽜の語と対になって登場してい

る。⽛斎戒⽜という漢語の意味からして⽛清浄⽜の概念が関わっていることは自明ではあるが、

⽛斎戒清浄⽜という形での用例が多くみえるのは、⽛斎戒⽜によって⽛清浄⽜な状態になるとい

う両者の因果関係を強調するためかもしれない。

③功徳としての⽛長寿⽜⽛生天⽜

前述の通り、⽝斎経⽞では在家信者に対し、⽛仏法斎⽜を行えば六欲天に生まれ変わり、長寿

を得て、最後には涅槃を得られるという⽛斎戒⽜の功徳を説いている。

こうしたいわゆる⽛生天思想⽜は原始仏教において重要な位置を占めており、在家者への

⽛次第説法⽜として施論・戒論・生天論の三論が説かれたことはよく知られる。すなわち、布

施をし、戒を守ることで、死後は天に生まれることができるとする教説である。世俗的な生天
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の利益を方便として説くことで、在家者に分かりやすく倫理的実践を勧める意図があったもの

とされるが、これらの実践は単に生天のみを目指すものではない。⽛次第説法⽜では生天の教

えから仏教本来の教えに進むことを説いており、在家信者に対しても最終的な目標として解脱

への到達が説かれていたことは既に指摘されている
⠟
。⽝斎経⽞の教説も生天を利益として掲げ

つつ、⽛終得泥洹⽜、つまり最終的には涅槃を得ることに言及している。

また、八斎戒の功徳として生天を説く原始経典は他にもあり、代表的なものでは

Suttanipāta を挙げられるほか、AN Ⅷ・第 5 章
⠠
も uposatha を主題としており、⽝斎経⽞・AN

Ⅲ-70と一部パラレルな記述を含みつつ、生天して長寿となることを目指す教説が複数の経に

わたって説かれている。

ところで、⽝大阿弥陀経⽞三毒五悪段において繰り返し現れるのが、作善を勧め、その果報

として長寿を得て涅槃に至ることを説く教説である。

たとえば⽛（312b11）力精進求度世、可得極長壽⽜⽛（313c4）令持五善、得其福徳、度世、長

壽、泥洹之道⽜⽛（313c07）何等爲持五善、得其福徳、長壽、度世泥洹之道⽜等、類似した表現

を抽出することができる。そして、五悪の内容をそれぞれ述べたのち、次のように作善とその

功徳を説いて締めくくる。

〔現世の〕苦しみはこのようであり、激しい憂いと悲嘆の声は、まるで大火が人間の身を

焼くようなものである。ある人がそのような〔現世の〕中にあっておのずから、一心に心

を制して、身を正しく保ち、行いを正しくし、ひとり諸々の善をなして諸々の悪をなさな

いということができるならば、〔その人の〕身はひとりだけ度脱し、その〔作善の果とし

ての〕福徳を得る。長寿、度世、上天、涅槃の道を得ることができる、これを第一の大善

とする
⠡
。

ここでも作善の果報として長寿と涅槃に言及されている。また、併せて⽛上天⽜という記述

がみえることは興味深い。なお、この箇所は定型文であり、第一悪～第五悪までほぼ同内容の

結びとなっている。

ただし、⽝大阿弥陀経⽞三毒五悪段のこれらの文脈に⽛斎戒⽜の語はみえない。しかし同経

三輩段に⽛斎戒作善⽜という表現があることからも、両者の意義は相通じていると考えられる

だろう。

④⽛念仏⽜との関わり

⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜用例の特徴として、その過半数が⽛阿弥陀仏／阿弥陀仏国
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往生を念ずる⽜という文脈に付随して説かれていることは既に指摘した。

一方、⽝斎経⽞中にも⽛念仏⽜は登場する。⽝斎経⽞に説かれる仏教の⽛斎戒⽜では、⽛八戒⽜

と併せて⽛五念（念仏・念法・念僧・念戒・念天）⽜を修することが勧められており、これは内

容からして六随念（念仏・念法・念僧・念施・念戒・念天）の変形である。六随念は三帰依を基

本に施論・戒論・生天論の三論を加えたもので、主として在家仏教信者に対し入門的な実践道

を説く教説である。また、出家者に向けて説かれる場合もあり、出家道としては六随念にさら

に四念を加えた十随念の形で発達していったとされる
⠢
。また、このように発展・複雑化する一

方で、⽛念仏⽜単体の重要度が次第に増していき、のちに念仏思想・浄土思想へと展開してい

く系譜が認められるということは、先学によって既に論じられている
⠣
。

さて、⽝斎経⽞では⽛念仏⽜をはじめとする五つの念によって心が浄化され、善き心やよろ

こびが生じると説かれる。AN の対応箇所にも⽛Tassa Tathāgatam
̇
anussarato cittam

̇
pasīdati, pāmujjam

̇
uppajjati⽜（如来を随念する彼の心はきよまり、よろこびが生じる）という一

文がみえる。ここで anu√smr
̇
や citta、pa√sad という表現がみえることに着目したい。〈無量

寿経〉の現存梵本（SV）第18願には⽛prasannacittā mām anusmareyus⽜（浄信の心をもって私

を随念するであろうとして）という記述があり、ここに⽝斎経⽞における⽛念仏⽜の説明に類似

する内容を確認できるのである。また、SV 第18願は⽛斎戒⽜用例を含む⽝大阿弥陀経⽞第 6

願・第 7 願に対応するとされ
⠤
、〈無量寿経〉における⽛念仏⽜と⽛斎戒⽜の関連性を探るにあ

たり、さらなる掘り下げが必要な箇所であると思われる。

小結

本章では、⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜教説の内容を考察するため、同一訳者とされる

⽝斎経⽞を比較対象に取り上げて検討した。⽝斎経⽞は在家信者に仏教の⽛斎戒⽜を勧める内容

で、その具体的内容として⽛八戒⽜と⽛五念⽜を挙げていることから、いわゆる八斎戒を説く

経典であることは明らかである。また、パーリ経典 AN Ⅲ-70に対応箇所がみえ、⽛斎戒⽜の

原語として uposatha に類する語を想定できる。

また、⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜用例の特徴と、⽝斎経⽞の教説を比較したところ、

⽛一日一夜⽜という期間、⽛清浄⽜との関わり、功徳としての⽛長寿⽜⽛生天⽜、⽛念仏⽜との関

わり、という 4 つの観点から共通点を認めることができた。これらの要素を発展させて、⽝大

阿弥陀経⽞中に⽛斎戒⽜が説かれている意義を改めて検討していきたい。
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3 ．阿弥陀仏国往生と⽛斎戒⽜

3-1．⽝大阿弥陀経⽞の⽛斎戒⽜と⽛念仏⽜

⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜用例の特徴の一つとして、⽛阿弥陀仏／阿弥陀仏国往生を念

ずる⽜という文脈に付随してしばしば説かれている点が挙げられる。前章では、支謙訳⽝斎

経⽞において⽛八戒⽜とともに修するべきとされる⽛五念⽜ならびにその第一⽛念仏⽜に着目

し、その功徳が〈無量寿経〉の⽛念仏⽜教説に一部類似しているのではないかと指摘した。そ

こで本節では⽛斎戒⽜と⽛念仏⽜について、現存梵本（SV）の記述とも比較しながら、両者

の関係性を考察していきたい。

⽝大阿弥陀経⽞願文部分（第 6願・第 7願）における⽛斎戒⽜の語については、本経と同じく

〈初期無量寿経〉系統とされる⽝平等覚経⽞を含め、他の全ての〈無量寿経〉諸本に対応する

語が存在しない。⽝大阿弥陀経⽞の⽛斎戒⽜の原義を uposatha であると前提するならば、何ら

かの理由で後代の〈無量寿経〉テキストでは uposatha 教説が脱落してしまったと考えるべき

であろう。

そこで、まずは⽝大阿弥陀経⽞の願文にみえる⽛斎戒⽜用例を改めて挙げ、⽝平等覚経⽞と

SVにおいて対応する願文
⠥
を以下に確認してみる。

⽝大阿弥陀経⽞

第 6 願：もし私が仏になったなら、八方上下の無数の仏国の神々や人々、もしくは善男

子・善女人が、私の国に生まれたいと思い、私の〔存在の〕故に、ますます善をなします

ように。布施をし（中略）沙門に食事を与え、塔を建て、愛欲を断ち、斎戒し清浄にして、

一昼夜絶え間なく一心に私を念じる者が、みな私の国に来生して菩薩となりますように。
（後略）

第 7 願：もし私が仏になったなら、八方上下の無数の仏国の神々や人々、もしくは善男

子・善女人のうち、ある者は菩薩行をなし、六波羅蜜の教えを大切に実践し、もしくは沙

門になって、教えに基づく戒を破らず、愛欲を断ち、斎戒し清浄にして、一心に私の国に

生まれたいと昼も夜も絶え間なく念じますように。（後略）

⽝平等覚経⽞

十八。私が仏になった時に、もろもろの仏国土における人々のうち、ある者は菩薩道をな

して、常に私をきよらかな心で念じるならば、寿命が終わる時、私とともに数えきれない

ほどの比丘衆が、飛んでいってこの者を迎えにいき、一緒に〔彼の〕前に立つでしょう。
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〔彼が〕すぐに私の国へ〔私たちとともに〕還り生まれ、不退転の菩薩となりますように。

そうでなければ、私は仏になりません
⠦
。

SV

世尊よ、もし私がさとりを得たときに、他のもろもろの世界における衆生が無上正等覚に

向けて心を起こして、私の名を聞いて、浄信の心をもって私を随念するであろうとして、

もし彼らの臨終の時が到来した際、この心が散乱しないために、私が比丘僧団に囲繞され、

従えて、〔彼らの〕面前に現れないであろうならば、その限り、私は無上正等覚をさとり

ません。（18
⠧
）

上記のように、⽝大阿弥陀経⽞第 6 願・第 7 願、⽝平等覚経⽞第18願、SV 第18願を対置する

ことができる。

⽝大阿弥陀経⽞のこの箇所では、⽛斎戒⽜と⽛清浄⽜が一組になっている。前章でも検討した

通り、本経において⽛斎戒⽜と⽛清浄⽜は切り離せない概念である。

この理解に基づき、改めて上記 3本を比較対照してみると、まず⽝大阿弥陀経⽞第 6願⽛斎

戒し清浄にして、一昼夜絶え間なく一心に私を念じる者が（斎戒清浄、一心念我、昼夜一日不断

絶）⽜ならびに第 7 願⽛斎戒し清浄にして、一心に私の国に生まれたいと昼も夜も絶え間なく

念じますように（斎戒清浄、一心念欲生我国、昼夜不断絶）⽜という記述は、⽝平等覚経⽞第18願

⽛常に私をきよらかな心で念じるならば（常念我浄潔心）⽜に通じていると言えないだろうか。

またその場合、⽝平等覚経⽞第18願と SV 第18願は内容的に対照しやすく、この箇所は SV の

⽛浄信の心をもって私を随念するであろうとして（prasannacittā mām anusmareyus）⽜という記

述によく対応すると思われる。

SV 第18願については、既に前章にて⽝斎経⽞・AN Ⅲ-70に説かれる⽛念仏⽜の功徳と関連

づけて言及した。⽝斎経⽞において、斎日に在家者が修するべき⽛五念
⠨
⽜には心の浄化作用が

あるとされ、たとえば⽛念仏⽜の項では、⽛このように仏を念ずれば、愚かさ・悪意・怒りは

ことごとく除かれ、善き心がおのずから起こり、仏のはたらきを思い楽しむようになる⽜とい

う記述がみられる。この箇所は AN Ⅲ-70の⽛Tathāgatam
̇
anussarato cittam

̇
pasīdati⽜に対

応し、仏を随念（anu√smr
̇
）する、心（citta）をきよらかにする（pa√sad, 梵語 pra√sad）とい

った表現がなされている。これらの語彙が先ほどの SV 第18願の記述（prasannacittā mām

anusmareyus）と一致するのは興味深いところである。

SV は第18願において、⽛浄信の心（prasanna-citta）⽜をもって⽛念仏⽜する衆生の前に阿弥

陀仏が出現することを説く。また、三輩段に相当する箇所でも、⽛彼らはかの世尊を見て、浄
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信の心をもつようになり（te tam
̇
bhagavantam

̇
dr
̇
s
̇
t
̇
vā prasanna-cittāh

̇
santi）⽜⽛如来を見ること

による浄信に基づく三昧によって（tathāgata-darśana-prasādā-lambanena samādhinā）⽜と、見仏

による⽛浄信の心（prasanna-citta）⽜⽛浄信（prasāda）⽜の獲得と、阿弥陀仏国往生を関連づけ

て説いている。なお、第三輩（下輩）の対応箇所に pra√sad の類語はみえないが、⽛夢の中に

あってかのアミターバ如来を見るであろう（svapnāntaragatās tam amitābham
̇
tathāgatam

̇
）⽜と

いう上文と同様の見仏についての記述があることから、見仏からの⽛浄信⽜という流れは暗に

示されているとも解釈できるだろう。

そして、この prasanna-citta／prasāda（＝pra√sad）と⽛念仏⽜の関連性については、先述

の通り⽝斎経⽞・AN Ⅲ-70においても類似した思想が認められる。

しかし厳密には相違点もあり、たとえば⽝斎経⽞・AN Ⅲ-70が⽛念仏⽜によって心（citta）

をきよらかにする（pra√sad）と説く一方、SV では見仏によって浄信の心（prasanna-citta）を

得て、その心でもって⽛念仏⽜するという教説がみられ、⽝斎経⽞の⽛念仏⽜とは異なる順序

と段階が説かれているようである。

仮説ではあるが、〈無量寿経〉の念仏思想がその形成過程において、⽝斎経⽞に説かれている

ような仏随念を含む⽛斎戒⽜＝uposatha からの影響を受けていたとするならば、これらの事

象は次のような筋道で理解できるだろう。つまり、八斎戒とともに六随念（あるいはその変形）

を実践する uposatha がまず存在し、仏随念をはじめとする複数の随念（anu√smr
̇
）によって

心（citta）を浄化する（pra√sad）ことが説かれていた。しかしのちに仏随念単体の重要性が増

していき
⠩
、八斎戒と六随念を実践する uposatha はやがて仏随念を主として行う uposatha へと

発展していった。〈無量寿経〉の原型となった阿弥陀仏信仰・往生思想は、この仏随念を主体

とする浄化儀式＝uposatha から派生したものであった。そのため、初期の教説においては、

uposatha と⽛念仏⽜は不可分一体の概念として併せ説かれていたのではないか。

このように仮定すると、⽝大阿弥陀経⽞訳出当時の原本＝〈初期無量寿経〉中に uposatha が

説かれていたとしても不思議ではなく、その場合、漢訳者は uposatha の類語を⽛斎戒⽜と訳

し、そしておそらくは pra√sad の類語を⽛清浄⽜と訳したのであろう。

ところが、さらに時代が下り〈無量寿経〉の念仏思想が成熟するにつれ、uposatha 教説の

方は次第に形骸化していき、ついには⽛念仏⽜の概念から捨象されるに至った。一方、往生要

件として⽛念仏⽜そのものの重要性はいっそう高まり、三昧や見仏の思想を色濃く反映した
⠪

⽛念仏⽜が具体的に説かれるようになった。そのため、後代の〈無量寿経〉テキスト、たとえ

ば現存 SV には uposatha 教説が存在せず、代わりに見仏による浄信（pra√sad）等が説かれて

いるのかもしれない。
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3-2．阿弥陀仏信仰の現場としての⽛斎戒⽜

先の検討を踏まえた仮説として、筆者は〈初期無量寿経〉の教説が形成された基盤となる現

場、すなわち在家者・出家者がともに参加する斎日（uposatha）の集会を想定する。彼らは立

場は違えども、来世は生天して長寿になり、最後は涅槃に至ることを目指す点で共通していた。

それもあって、もともと生天と関わりの深かった斎日（uposatha）に、在家・出家の合同行事

が行われるようになった。

この行事の内容は不明であるが、在家の八斎戒（uposatha）と出家の説戒布薩（uposatha）

という 2 つの異なる uposatha 文化を融合したような性格だったかもしれない。八斎戒的な側

面でいうと、ここでは従来、⽝斎経⽞に説かれるような八斎戒と六随念（あるいはその変形）を

併せて実践する形式が基本であった。その影響から、斎日の合同集会にのぞむ人々は、仏随念

をはじめとする複数の随念によって心（citta）を浄化（pra√sad）する修治を行っていたと思わ

れる。

こうした合同の uposatha を開催しつつ、ともに生天→長寿→涅槃を目指していた在家・出

家混在の集団に、新興の阿弥陀仏信仰が接触、合流した。これによって、生天の代わりに無量

寿仏の仏国土へ往生し、無限の寿命を得て解脱するという教説がよろこばれるようになった。

その結果、彼らの合同の uposatha は、もともと生天を願うためのものであったが、そのまま

阿弥陀仏国往生に対象をスライドする形で存続した。

また、それとの先後関係・因果関係は不明だが、前述の心（citta）を浄化（pra√sad）する随

念のうち、仏随念単体の重要性が高まってきた。そのため、阿弥陀仏国往生を願う uposatha

において、阿弥陀仏を随念することによる心（citta）の浄化（pra√sad）が重要な教説として説

かれるようになった。これが〈無量寿経〉教説の根幹をなす念仏思想の源流ではないだろうか。

筆者は、上記のような筋書きによって、⽝大阿弥陀経⽞の⽛斎戒⽜は〈無量寿経〉の源流に

関わる重要な教説であり、〈初期無量寿経〉の段階で uposatha については説かれていたと考え

る。一方、SV をはじめとする後代のテキストに uposatha の類語が存在しない
⠫
のは、時代が

下って教説が洗練されたことにより、原初的な生天思想の影響を残す記述が削除されたためで

はないか。また、もともと⽛斎戒⽜は⽛念仏⽜と不可分の概念として説かれていたが、⽛念仏⽜

が重要な行として独立した一方、既に形骸化していた uposatha 教説は不要になったとも考え

られる。

以上の説は現段階で資料的根拠に乏しく推測を述べたに過ぎないが、⽝斎経⽞との比較で見

えてきた⽛斎戒⽜の特徴を手がかりとして、念仏思想・往生思想という大きな枠組みの中に

⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜教説の意義を再構築しようと試みたものである。

なお、上に仮説として述べた在家・出家の合同集会について、具体的にどのような形態で行
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われていたのか定かではないが、このように在家者と出家者が一堂に会する場というのは、大

乗仏教の起源とも関わって、重要な存在として想定され得るのではないだろうか。

たとえば、平川［1969］は大乗仏教の起源について、大衆部源流説を否定し、仏塔を信仰す

る在家者集団の中から発生したとする有名な説を打ち立てた。一方、佐々木［2000］はこれに

反駁して、アショーカ王時代の破僧定義転換によって僧団内部の教義が多様化し、これによっ

て一部の比丘を中心とする大乗運動が起こったとする新説を展開した。佐々木氏はこの説の裏

付けとして、律文献にみえる⽛和合布薩⽜に着目し、僧団内に異なる教義を持つ者がいたとし

ても、布薩（uposatha）に参加さえしていれば問題はなかったと指摘している。

もちろん、ここでいう uposatha は出家の説戒布薩であり、当然ながら在家者は完全に排除

されている。ただ、佐々木［2000: 285-294］に言及がある通り、説戒布薩（uposatha）とはま

ったく別に、在家者が斎日（uposatha）に僧団へ出かけていく事例というのは、数多く記録さ

れているようである。

大乗仏教の起源について本稿で論ずることは到底できないが、その源流として在家道と出家

道が交わる場面はどこかで確かにあったはずである。その交差点こそが uposatha である、と

断言できる確たる証拠はないが、在家・出家で実態は違えども、両者が同じ期間にそれぞれ特

別な儀式を行っていたことは事実である。この時、在家者が僧団に出向いていけば、両者の交

渉は寺院において発生する。逆に、出家者側が八斎戒を行う在家者へ接近するパターンもあっ

たであろうか。その場合、在家・出家が仏塔を中心に集う交流の現場があったかもしれない。

本稿で想定した阿弥陀仏信仰の基盤、すなわち在家・出家が一堂に会する斎日（uposatha）

の集会は、このように在家者→出家者あるいは出家者→在家者という物理的接近を経て、寺院

もしくは仏塔を現場として展開していったと予想できる。

小結

前章にて、⽝大阿弥陀経⽞と⽝斎経⽞の比較を通じ、共通する教説の特徴をいくつか抽出し

た。そして、〈無量寿経〉における⽛念仏⽜の思想と uposatha との連結を探るため検討を加え

た。

まず、⽛念仏⽜については、⽝斎経⽞で八斎戒とともに説かれる⽛五念⽜（六随念の変形）に

〈無量寿経〉の念仏思想の源流を見出せるとした。〈初期無量寿経〉が形成される基盤として、

在家・出家が一堂に会する斎日（uposatha）集会の存在を想定し、もともと生天を目指してい

たこの集団が、のちに阿弥陀仏信仰にシフトしたことによって、〈無量寿経〉における念仏思

想・往生思想の源流が発生したのではないかとの仮説を立てた。つまり、⽝大阿弥陀経⽞にお

ける⽛斎戒⽜教説は、こうした〈無量寿経〉の思想形成に深く関わっている可能性がある。
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おわりに

阿弥陀仏による一切衆生の救済とその仏国土を主題とする大乗経典〈無量寿経〉諸本のうち、

最古の成立とされる⽝大阿弥陀経⽞には、⽛斎戒⽜という言葉がしばしば重要な文脈において

頻出する。

この⽛斎戒⽜の語は、内容が経文中に具体的に説明されていないこと、現存梵本 SVにも対

応する語がないこと等の理由から、その語義について未だ明確な結論が出されていない現状が

ある。

そこで本稿では、⽝大阿弥陀経⽞と所伝訳者が一致しており、⽛斎戒⽜を主題とする点でも比

較資料として相応しい⽝斎経⽞に着目した。⽝斎経⽞における⽛斎戒⽜は明らかに uposatha を

表す訳語であり、そのため同一訳者とされる⽝大阿弥陀経⽞の⽛斎戒⽜も、同じく uposatha

に類する原語から訳出された可能性は否定できない。

そうであるならば、なぜそもそも⽝大阿弥陀経⽞に⽛斎戒⽜の教説が説かれているのだろう

か。

結論として、⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜教説の存在は、念仏思想と往生思想という

〈無量寿経〉の根本思想が形成された源流を示唆しているのではないかと仮説を立てた。

そして、この仮説に基づきつつ、〈初期無量寿経〉の成立基盤として⽛在家・出家が一堂に

会する斎日（uposatha）の集会⽜の存在を想定すれば、⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜は、

在家者・出家者に共通する一個の往生要件として、シンプルに解釈することが可能になる。

本経の⽛斎戒⽜教説は、⽛阿弥陀仏による一切衆生の救済⽜という本経の主題の中で、さま

ざまな階層の人を阿弥陀仏信仰に包含する役割を果たしており、重要な意義を持っていたと考

えられる。
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註
① 壬生［2021: 3-4］参照。現存梵本が古くとも12世紀半ばの成立であるのに対して、初期漢訳
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とよく対応することから、最初期の〈無量寿経〉原本がガンダーラ語で伝承されていた可能性が
指摘されている。
② この24願文中に登場する⽛斎戒⽜の 2つの用例は、本経とよく対応するとされる⽝平等覚経⽞
含め、他の〈無量寿経〉諸本の願文部分には存在しない。
③ 原文⽛起塔作寺⽜。辛嶋［1999］注（59）にしたがい、⽛塔⽜⽛寺⽜ともに梵語 stūpa の訳語と
して解釈するべきか。
④ 辛嶋［1999］以下一連の訳注研究において、⽛清浄⽜は⽛きちんと⽜と訳されている。語注は
付されていないが、これは辛嶋［2010b: 20］で言及されている、かつて漢語⽛浄⽜には⽛厳⽜
に類する⽛きちんとした⽜という意味があったとする氏の説を踏まえたものかと思われる。しか
し本稿ではそのまま⽛清浄な状態になること⽜と捉えても意味は通ると考え、あえてこのように
訳した。
⑤ ⽛齋戒清淨一心念我晝夜一日不斷絶皆令⽜は宋・元・明 3 本に従い補った。辛嶋［1999］も同
じく補って翻訳している。
⑥ （T12, No. 362, 301b21~26）第六願。使某作佛時。令八方上下、無央數佛國、諸天、人民、若
善男子善女人、欲來生我國、用我故益作善。若分檀布施、遶塔、燒香、散花、然燈、懸雜繒綵、
飯食沙門、起塔、作寺、斷愛欲 *、來生我國作菩薩。得是願乃作仏。不得是願、終不作仏。
* 愛欲＋（齋戒清淨一心念我晝夜一日不斷絶皆令）〈三〉
⑦ 辛嶋［1999］参照。原文⽛有⽜は⽛或⽜に通じる。
⑧ 原文は⽛経⽜。辛嶋［1999］注（19）参照。本経における⽛経⽜は⽛経典⽜の意味ではなく
⽛（仏の）教え、教説⽜とされる。
⑨ （T12, No. 362, 301b27~c5）第七願。使某作佛時、令八方上下、無央數佛國、諸天人民、若善
男子、善女人、有作菩薩道、奉行六波羅蜜經、若作沙門、不毀經戒、斷愛欲、齋戒清淨、一心念
欲生我國、晝夜不斷絕。若其人壽欲終時、我即與諸菩薩阿羅漢、共飛行迎之。即來生我國、則作
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阿惟越致菩薩、智慧勇猛。得是願乃作佛。不得是願終不作佛。
⑩ 原文⽛無為之道⽜。辛嶋［2005］注（ 6）参照。
⑪ （T12, No. 362, 309c26~310a6）最上第一輩者、當去家捨妻子斷愛欲、行作沙門、就無為之道、
當作菩薩道、奉行六波羅蜜經者。作沙門不虧經戒、慈心精進、不當瞋怒、不當與女人交通。齋戒
清淨、心無所貪慕、至誠願欲往生阿彌陀佛國、常念至心不斷絕者、其人便於今世求道時、即自然
於其臥止夢中、見阿彌陀佛及諸菩薩、阿羅漢。其人壽命欲終時、阿彌陀佛即自與諸菩薩、阿羅漢、
共翻飛行迎之、則往生阿彌陀佛國。
⑫ 原文⽛中信⽜。⽛中⽜は⽛忠⽜に通ずる。⽝平等覚経⽞の対応箇所では⽛忠信⽜とする。
⑬ 原文⽛作仏寺起塔⽜。辛嶋［2005］注（31）参照。
⑭ 辛嶋［2005］の補にならった。
⑮ 原文⽛無所適莫⽜。儒教において君子は⽛無適無莫⽜、すなわち人を好き嫌いせず、ただ仁義の
みに親しむとされる。⽝論語⽞里仁篇に⽛君子之於天下也、無適也、無莫也、義之與比⽜とあり、
ここでは⽝大阿弥陀経⽞と年代の近い古注の解釈を採用する。魏・何晏⽝集解⽞は⽛言君子於天
下無適無莫。無所貪慕也。唯義之所在也⽜と注し、これに再註した梁・皇侃⽝義疏⽞では⽛范甯
曰、適莫猶厚薄也。比親也。君子與人無有偏頗厚薄。唯仁義是親也⽜とする。
⑯ （T12, No. 362, 310a15~24）其中輩者、其人願欲往生阿彌陀佛國、雖不能去家捨妻子斷愛欲行
作沙門者。當持經戒無得虧失、益作分檀布施、常信受佛經語深、當作至誠中信。飯食諸沙門、作
佛寺起塔、散華、燒香、然燈、懸雜繒綵。如是法者、無所適莫、不當瞋怒、齋戒清淨、慈心精進、
斷愛欲、念欲往生阿彌陀佛國、一日一夜不斷絕者、其人便於今世、亦復於臥止夢中、見阿彌陀佛。
其人壽命欲終時、阿彌陀佛即化、令其人目自見阿彌陀佛及其國土。
⑰ 原文⽛意志猶豫⽜。⽛豫⽜はたのしむ、よろこぶ、あそぶの意。辛嶋［2005］では⽛意志が定ま
らず⽜とする。
⑱ （T12, No. 362, 310a26~b5）其人奉行施與如是者、若其人然後復中悔、心中狐疑、不信分檀布
施作諸善後世得其福、不信有彌陀佛國、不信有往生其國、雖爾者、其人續念不絶、暫信暫不信、
意志猶豫、無所專據、續其善願爲本、故得往生。其人壽命病欲終時、阿彌陀佛、即自化作形像、
令其人目自見之。口不能復言、但心中歡喜踊躍意念言。我悔不知益齋戒作善。今當往生阿彌陀佛
國。
⑲ （T12, No. 362, 310b29~c5）復去阿彌陀佛甚大遠、不能得近附阿彌陀佛。其人智慧不明、知經
復少、心不歡喜、意不開解。其人久久、亦自當智慧開解知經。明健勇猛、心當歡喜。次當復如上
第一輩。所以者何。其人但坐前世宿命求道時、不大持齋戒。
⑳ 辛嶋［2005］の補にならった。
㉑ （T12, No. 362, 310c10~16）其三輩者、其人願欲往生阿彌陀佛國、若無所用分檀布施、亦不能
燒香、散華、然燈、懸雜繒綵、作佛寺起塔、飯食諸沙門者、當斷愛欲無所貪慕、得經、疾慈心精
進、不當瞋怒、齋戒清淨。如是法者、當一心念欲往生阿彌陀佛國、晝夜十日不斷絕者、壽命終即
往生阿彌陀佛國。
㉒ 辛嶋［2005］⽛はじめに⽜ならびに注（108）によると、311a18-b13（用例8, 9, 10が該当）は三
輩段の補説であり、第三輩（下輩）の往生条件を緩める内容と解釈している。香川［1984］では
三毒五悪段の一部とするが、ここでは辛嶋氏の説に拠って分類した。この箇所は⽝大阿弥陀経⽞
のほか⽝平等覚経⽞に対応文がみえるのみで、その他〈無量寿経〉諸本に存在しない。
㉓ 原文⽛至要⽜。辛嶋［2005］注（109）（118）参照。
㉔ 辛嶋［2005］注（121）参照。ここで阿弥陀仏ではなく⽛我⽜、すなわち釈尊が阿弥陀仏国に生
まれさせる、としているのは、本経の他の部分と矛盾しており内容的にもおかしいため、この箇
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所が後の付加であることを露呈する一文である、と辛嶋氏は指摘している。
㉕ （T12, No. 362, 311a29~b2）至要當齋戒一心清淨、晝夜常念、欲往生阿彌陀佛國、十日十夜不
斷絶。我皆慈哀之、悉令生阿彌陀佛國。
㉖ 辛嶋［2005］注（124）参照。
㉗ 原文⽛恩好⽜。辛嶋［2005］注（125）参照。
㉘ 原文⽛怱務⽜。辛嶋［2005］注（127）参照、辞書に採られていないが⽛あわただしい、忙し
い⽜の意。
㉙ （T12, No. 362, 311b3~5）世間人以欲慕及賢明、居家修善爲道者、與妻子共居在恩好愛欲之中、
憂念苦多、家事怱務、不暇大齋一心清淨。
㉚ 原文⽛殊使不能爾⽜。難読箇所である。辛嶋［2005］p.18では⽛十日十夜ひたすら道を修めれ
ば、とりわけ立派だ。（しかし）もしこうできないときは……⽜と訳す。⽛殊⽜を前文⽛專精行道
十日十夜者⽜につなげ、⽛使不能爾⽜を⽛こうできない⽜と解釈している。同注（130）（131）も
参照。なお、この⽛爾⽜の異読に⽛念⽜があり、この異読を採用するならば⽛念ずることができ
ない⽜といった意味で解釈できる。
㉛ 原文⽛下⽜。辛嶋［2005］注（133）では意味不明としている。ここでは辛嶋氏の暫定訳に従っ
た。
㉜ 辛嶋［2005］を参照して補った。
㉝ （T12, No. 362, 311b7~11）十日十夜者、殊使不能爾。自思惟熟挍計。欲度脱身者、下當絶念去
憂。勿念家事。莫與婦人同床。自端正身心、斷於愛欲、一心齋戒清淨。至意念生阿彌陀佛國、一
日一夜不斷絶者、壽終皆往生其國。
㉞ 本経には⽛一心⽜の語が頻出するが、ここでの⽛一心⽜は六波羅蜜の文脈で説かれておりひと
まず⽛禅定⽜と解釈した。
㉟ （T12, No. 362, 315c14~18）若曹於是益作諸善、布恩施德、能不犯道禁忌、忍辱、精進、一心、
智慧、展轉復相教化作善為德。如是經法、慈心專一、齋戒清淨一日一夜者、勝於在阿彌陀佛國作
善百歲。
㊱ （T12, No. 362, 315c29~316a7）我皆哀若曹、及諸天・帝王・人民、皆教令作諸善、不爲衆惡。
隨其所能輒授與道、教戒開導悉奉行之。即君率化爲善、教令臣下。父教其子。兄教其弟。夫教其
婦。家室内外親屬朋友轉相教語、作善爲道奉經持戒。各自端守上下相撿。無尊無卑無男無女、齋
戒清淨莫不歡喜。
㊲ （T12, No. 362, 316a10~15）佛所行處所在郡國、輒授與經戒。諸天・日・月・星辰・諸神・國
王・旁臣・長吏・人民・諸龍・鬼神・泥ᗭ禽獸薜荔・蜎飛蠕動之屬、莫不慈心開解者。皆悉敬事
從佛、稽受經道、承奉行之。即君改化爲善。齋戒精思淨自湔洗。
㊳ この第三輩（下輩）の往生条件について、後文（用例10）では⽛十日十夜⽜から⽛一日一夜⽜
に期間が短縮されており、⽛往生条件の緩和⽜が行われていると辛嶋氏は指摘している。辛嶋
［2005］⽛はじめに⽜ならびに注（108）参照。
㊴ ⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜について論じた先行研究を、時系列にしたがって以下にまと
める。
まず、辛嶋氏による⽝大阿弥陀経⽞訳注研究では、本経の願文部分における⽛斎戒⽜を梵語
brahmacarya の訳語と推定し、⽛淫欲を断ち、性交を慎む行⽜と解釈している（辛嶋［1999］注
（60）参照）。しかしその後、辛嶋［2005］で三輩段の訳出に及び⽛斎戒⽜をふたたび注した際に
は、⽛もう少しひろく⽝八斎戒⽞の意味と考えた方が妥当かもしれない⽜と改めている。
龍口［2000］［2001］［2003］［2006］による一連の研究では、⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜

139⽝大阿弥陀経⽞における⽛斎戒⽜と uposatha との関連について



⽛戒⽜をテーマに検討が加えられている。龍口［2001］では、本経における⽛斎戒⽜は基本的に
八斎戒（在家者の布薩）と解釈できるとする。
これに対し、肖越［2010］［2011］［2012］では、⽝大阿弥陀経⽞の各所にわたって登場する

⽛斎戒⽜⽛斎戒清浄⽜の語は全て同義であり、その内容は八斎戒ではないとして、龍口氏の説を否
定している。肖越氏は、用例の前後の文脈から判断するに、本経における⽛斎戒⽜⽛斎戒清浄⽜
の語は独特の意味を持っており、往生条件としての⽛愛欲を断じる⽜修行を特に強調するため
⽝大阿弥陀経⽞漢訳者が付加したものである、と主張する（肖越［2010］参照）。
壬生［2021］は⽛斎戒⽜についての上記 3氏の先行研究に言及した上で、辛嶋［2005］と龍口

［2001］を踏まえつつ、その意味を⽛布薩⽜であろうと推測している。そして、本経の⽛斎戒⽜
は出家者の文脈では半月に一度の比丘集会としての⽛布薩⽜、在家者の場合は月 6 回八斎戒を守
る⽛布薩⽜という両義で理解できるとする（壬生［2021: 116］註（32）参照）。
㊵ ⽛齊必有明衣、布⽜は、魏・何晏⽝論語集解⽞に孔安国の説を引き⽛布を以て沐浴の衣と為す⽜
の意としている。
㊶ 丘山［1983］参照。
㊷ 辛嶋［2010b: 28, 35-36］参照。⽝大阿弥陀経⽞を支婁迦讖訳としつつ、支謙が梵語テキストを
もとに既存の⽝大阿弥陀経⽞を部分的に書き換え、欠けていた偈頌を加えたのが⽝平等覚経⽞で
あるとする。
㊸ （T13, No. 418, 910b10~18）颰陀和菩薩白佛。若有白衣菩薩、居家修道、聞是三昧已欲學者、
欲守者、當云何於法中立、學、守是三昧。佛告颰陀和。白衣菩薩、聞是三昧已欲學守者、當持五
戒堅淨潔住。酒不得飮。亦不得飮他人。不得與女人交通。不得自爲。亦不得教他人爲。不得有恩
愛於妻子。不得念男女。不得念財産。常念欲棄妻子。行作沙門。常持八關齋、齋時常當於佛寺齋。
㊹ 林［1994: 93-94］参照。⽛この三昧を聞き終って白衣を着て家に住する在家の菩薩は、（中略）
八支を具足すること（八斎戒）の近くにある三昧に専心して、寺に住すべきである。⽜
㊺ （T8, No. 225, 478b23~25）一時、佛遊於王舍國其鷄山、與大比丘眾不可計。弟子善業第一、及
大眾菩薩無央數、敬首為上首。是時十五齋日月滿。
㊻ 維祇難等訳とされるが、同経上巻末ならびに⽝出三蔵記集⽞（T55, No. 2145）収録の⽛法句経
序⽜記述にしたがい支謙訳と推定される。丘山［1983］参照。
㊼ （T4, No. 210, 564a6~10）喜法臥安、心悦意清、聖人演法、慧常樂行。仁人智者、齋戒奉道、
如星中月、照明世間。弓工調角、水人調船、材匠調木、智者調身。
㊽ ⽝法句経⽞⽛仁人智者～⽜の偈の前後⽛喜法臥安～⽜⽛弓工調角～⽜の偈は Dhammapada とよ
く対応する。中村［1978: 21］参照。⽛七九 真理を喜ぶ人は、心きよらかに澄んで、安らかに
臥す。聖者の説きたまうた真理を、賢者はつねに楽しむ。⽜⽛八〇 水道をつくる人は水をみちび
き、矢をつくる人は矢を矯め、大工は木材を矯め、賢者は自己をととのえる。⽜
㊾ （T4, No. 210, 575a19~20）持齋修梵行、常欲見賢聖、依附明智者、是為最吉祥。
㊿ 水野［1953: 22］参照。
⠗ 中村［1984: 58-59］参照。⽛二六七 修養と、清らかな行いと、聖なる真理を見ること、安ら
ぎ（ニルヴァーナ）を体得すること、ᴷᴷこれがこよなき幸せである。⽜
⠘ 中村［1984: 309］参照。
⠙ （T14, No. 556, 908a20~28）佛告婆羅門、昔者有城、名波羅奈、從地底去。佛、諸當來佛皆於
是上坐。爾時有國王、名機惟尼、作優婆塞、大明經，為佛作精舍。王有女、悉為優婆夷、明經智
慧、端正無雙、身上皆著金銀、琥珀、珠寶、被服甚好。第一女字羞耽、第二女字須耽摩、第三女
字比丘尼、第四女字比丘羅輜、第五女字沙門尼、第六女字沙門密、第七女字僧大薩耽、常以佛正

140



法齋戒、布施訖竟。
⠚ 静谷［1974: 160］参照。
⠛ （Ap. pp. 512）Tassāsum

̇
satta dhītaro rājakaññā sukhet

̇
hitā /Buddhopat

̇
t
̇
hānaniratā

brahmacariyam
̇
carim
̇
su tā. // ApThi_ 1 ,1.9 //

⠜ ⽝出三蔵記集⽞をはじめとする複数の経録に支謙訳として記載が確認できる。支謙訳かどうか
の是非については、現段階で訳語等の側面から判断するのは難しいが、支謙訳⽝大明度経⽞（T8,
No. 225）や⽝仏説義足経⽞（T4, No. 198）にみられる四沙門果を表す特徴的な訳語（溝港、頻來、
不還、応真）が、この⽝斎経⽞にも同じく存在する点は注目に値する。
⠝ 龍口［1997］［2001］では、漢訳阿含経典類に説かれる様々な布薩に着目して詳細に検討して
おり、そのうちの一例として⽝斎経⽞の記述も一部紹介されている。
⠞ ⽝斎経⽞原文の表記は、五念それぞれに応じて⽛（911b16~17）善心自生、思樂佛業⽜
⽛（911b22）善心自生、用樂法業⽜⽛（911c02）喜心自生、樂衆之業⽜⽛（911c08）喜心自生、樂戒
統業⽜⽛（911c14）喜心自生、樂天統業⽜となっている。これに対応するAN Ⅲ-70の五念の効果
を説く箇所では、それぞれ⽛cittam

̇
pasīdati, pāmojjam

̇
uppajjati.⽜（心がきよらかになり、喜び

が生ずる）との記述がみえる。随念（anu√smr
̇
）と心の浄化（pa√sad, 梵語 pra√sad）の関わり

は、〈無量寿経〉においても重要な教説であるため、本稿第 3章にて改めて論じる。
⠟ 舟橋［1954］、藤田［1971］参照。
⠠ 河崎・畑［2019］参照。
⠡ （T12, No. 362, 313c27~314a1）勤苦如是，愁毒呼嗟、比若劇火起焼人身。人能自於其中、一心
制意端身正行、独作諸善不為眾悪者、身独度脱、得其福徳。可得長寿、度世、上天、泥洹之道、
是為一大善。
⠢ 吉元［1969］参照。
⠣ 藤原［1957: 5-23］参照。
⠤ 香川［1984: 120-121］参照。
⠥ 香川［1984: 120-121］参照。
⠦ （T12, No. 361, 281c2~5）十八。我作佛時、諸佛國人民有作菩薩道者、常念我淨潔心、壽終時、
我與不可計比丘衆、飛行迎之、共在前立。即還生我國、作阿惟越致。不爾者、我不作佛。
⠧ （SV : 17.21-18.3） sacen me bhagavan bodhiprāptasya ye sattvā anyes

̇
u lokadhātus

̇
v

anuttarāyām
̇
samyaksam

̇
bodhau cittam utpādya mama nāmadheyam

̇
śrutvā prasannacittā

mām anusmareyus tes
̇
ām
̇
ced aham

̇
maran

̇
akālasamaye pratyupasthite bhiks

̇
usam
̇
ghaparivr

̇
tah
̇puraskr

̇
to na puratas tis

̇
t
̇
heyam

̇
yad idam

̇
cittāviks

̇
epatāyai mā tāvad aham anuttarām

̇samyaksam
̇
bodhim abhisam

̇
budhyeyam / 18 /

⠨ ⽛五念（念仏・念法・念僧・念戒・念天）⽜は、六随念（念仏・念法・念僧・念施・念戒・念
天）の変形とみられる。
⠩ 六随念から独立した仏随念がのちに念仏思想へと展開していったとする説は、既に先学によっ
て論じられている。藤原［1957: 5-23］参照。
⠪ ⽝大阿弥陀経⽞に臨終見仏・夢中見仏が説かれていないわけではないが、SV では見仏によっ
て浄信（pra√sad）を得るという教説がみえることから、三昧・見仏が⽛斎戒⽜（⊇仏随念）に
代わってその役割を果たしているとも解釈できる。
⠫ ただし、Fujita［2011］の校訂テキストには採用されていないものの、SV の複数テキストに
おいて⽛upos

̇
an
̇
īya⽜という異読が存在することは注目に値する。〈無量寿経〉諸本に共通して、

阿弥陀仏の光明の特性を称える段（⽝無量寿経⽞におけるいわゆる⽛十二光仏⽜の段）があるの
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だが、SVではこの箇所で阿弥陀仏の光明にまつわる二十もの別号が列挙されている。そのうち
のひとつとして⽛ullokanīyaprabho⽜との記述があり、Fujita［2011: 33］の注釈によれば、この
語には⽛upos

̇
an
̇
īyaprabhah

̇
⽜というネパール写本に多く見られる異読がある。この

⽛upos
̇
an
̇
īya⽜の語については、従来の翻訳でも不明あるいは誤記と解釈されてきた。Muller

［1894: 29］では⽛Uposhan
̇
īyaprabha（possessed of pleasant light）⽜と訳しているが、その根拠

は不明である。BHSD は SV の用例によって upos
̇
an
̇
īya の項を立て、⽛to be honored with

observances like those of the upos
̇
atha（upos

̇
atha のような儀式で尊ばれること）⽜という意味

かもしれない、と説明している。また、MWでは upos
̇
an
̇
a の語を⽛a fast, fasting（断食）⽜と解

説しており、出典は不明だが upavāsa の解説と全く同じである。仮にこの upos
̇
an
̇
īya という異

読が、阿弥陀仏と uposatha との関連性の名残を示唆しているとすれば、かつて〈初期無量寿経〉
に uposatha 教説が説かれていたという仮説の一つの根拠となり得るかもしれない。
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